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第１章　目　　　的

第２章　地域及び地積

第１節　地　　　域 （第１表）

第２節　地　　　積 令和８年１月現在 （第２表）

　本地区は湧水等による農地の湿田化により稲作において労働力の過剰投下及び畑利用等転作を進めていく上で大
きな支障となっており、農業者の高齢化や担い手不足が顕著な情勢を踏まえると、施設の更新整備と併せて施設管
理の省力化や効率化を図る必要が生じている。
　このため、本事業により地下水位を低下させ、付加価値が高い低農薬のトマト、ピーマンの生産拡大を実現する
ために暗渠排水の整備を行い、農業生産性の向上を図ることで、農作業の共同化や担い手となる農業者への農地集
積を推進させ、安定した競争力ある農業経営の展開を目指すことを目的とする。

畑

(ha)

原野

(ha)

山林

(ha)

その他 計

(ha)

事　　業　　名

暗渠排水事業

地　　　　　　　　　　域

愛媛県上浮穴郡久万高原町直瀬

備考

4.0

(ha)

田

(ha)

久万高原町

事　業　名

暗渠排水事業

現況地目 

市町村名

計 4.0

4.0

4.0

－　１　－



第３章　現　　　況

第１節　気象及び海象

１　一般気象 （第３表－１）

２　特殊気象 （第３表－２）

３　海　　象　　（該当なし）

最大風速発生年月日 2018年9月30日

年
月
日

H17.7.3

発
生
確
率

第 ４ 位

数
量

基 準 年 - -

第 １ 位 第 ２ 位 第 ３ 位

根　　雪　　期　　間 月　　日 ～ 　 月　　日　　　　　日間　

無　　霜　　期　　間

最　　多　　風　　向
最 大 風 速
（風向）

最大日雨量
(mm)

281.5 R4.9.18 1/42 265.0

135.9

13.9m/s
（北北西）

660.4

かんがい期：北北西
非かんがい期：北北西

- -

降水日数
降水日数 69.0 67.6

-

月　　日 ～ 　 月　　日　　　　　日間　

2,006.5

平　均　気　温（℃） 19.5 6.2 12.8

基 準 年 -
降水量 

降水量（mm） 1,343.5

計
又は平均観 測 期 間 1991～2020 ４月～９月 １０月～３月 

観 測 所 名 久万 かんがい期 非かんがい期

発
生
確
率

年
月
日

年
月
日

発
生
確
率

数
量

発
生
確
率

数
量

H17.9.6 1/28 265.0 H16.8.30 1/28 243.0

年
月
日

数
量

最大時間雨量
(mm)

53.5 H29.9.17 1/56 53.0 R5.7.25 H25.9.4 1/13

1/17 240.0 R1.8.15 1/16

46.5

－ －

51.5 R2.8.29 1/35 47.01/50

－ －

R6.8.29 1/12

－

－ －－ － － －

－

最大４時間
雨量
(mm)

－ － － － －

最大連続雨量
(mm)

－ － － － －

観測所名

久万

観測期間

1976年 ～
 2025年

－ － － － －

－ － －

最大連続
干天日数
 (日)

－ － － － － － －

－－ － －

備　　　　　　　　考

観測データ無し

観測データ無し

備考

発
生
確
率

第 ５ 位

数
量

年
月
日

－ －－

－

－　２　－



第２節　土地状況

１　地形，土壌及び侵食の程度 （第４表－１－２）

項 

目 

２　土地分類　　（該当なし）

３　土地利用の状況 （第４表－３）

４　土地所有の状況 令和８年１月現在 （第４表－４）

所有別 

 区　分

備　　　　　考
（ 受 益 者 数 ）

45

権　利　関　係
所有権
賃借権
小作権

事
業
名

個人所有 計 備考

暗
渠
排
水
事
業

面　　積（ha） 4.0 4.0

関係戸数（戸） 12 12

筆　　数（筆） 45

4.0

備考

4.0

計 4.0

暗
渠
排
水
事
業

久万高原町 4.0

事

業

名

土
地
利
用
別

山　林

採草
放牧
地

(ha)

原野
(ha)

その
他

(ha)

計

(ha)

普通
畑

(ha)

牧草
畑

(ha)

果樹
園

(ha)

茶園
(ha)

樹園
地そ
の他
(ha)

用材
林

(ha)

薪炭
林

(ha)

市町村名

水田
(ha)

耕　　地

計

清武統 灰色 なし なし あり

 土
 壌
 統
(区)
 名

面　　積　(ha)

暗渠排水
事業

事　　業　　名

下 層 土

土　　　　性
 泥炭層
 黒泥層
 及び

 グライ
層

母

材

堆
積
様
式

4.0

非固結
水成岩

計

水積L

4.0

CL L

備

考色
礫

層

酸
化
沈
殿
物

土　　壌　　断　　面

一層

土　　壌　　統　（区）　区　　分　　一　　覧　　表

表土
  腐植

二層 三層

なし 4.0 4.0

－　３　－



第３節　水利状況　　（該当なし）

１　用水状況

２　排水状況

３　河川現況

第４節　道路現況

１　道路概況

２　主要道路一覧表

第５節　地域農業の概況

１　産業別就業人口 （第７表－１）

改修の要否

否

否

アスファルト舗装

アスファルト舗装

　　本地区の道路状況は地区の南側を県道美川川内線が東西方向に縦断し、中央部を町道川瀬井内線が

　東西方向に縦断している

備　　考構　　造
幅　員(m)

全幅 有効
管理区分別

愛媛県

久万高原町

路　線　名

県道美川川内線

町道川瀬井内線

5.0 4.0

4.0 4.0

延　　長
(km)

44.6

4.2

令和2
年国勢
調査

製
造
業

電
気
ガ
ス
熱

供
給
水
道
業

運
輸
通
信
業

卸
売
小
売
業

飲
食
業

金
融
保
険
業

不
動
産
業

サ
ー

ビ
ス
業

公
　
務

そ
の
他

備

考

（人） （人） （人） （人） （人）

総
　
数

農
　
業

林
　
業

漁
　
業

市
町
村
名

計

項
目

比率(％） 100.0 20.2 6.6 0.0

鉱
　
業

建
設
業

（人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人）

久万高原町 3,492 704 231 1 7 276 200 23 94 484 22 5 419 255 771

231 1 7 276 200 23 484 22 5 41994

7.3 22.1

3,492 704

0.2 7.9 5.7 0.7 2.7 13.9 0.6 0.1 12.0

255 771

－　４　－



２　経営耕地広狭別経営体数及び耕地の分散状況並びに専兼業別農家数 （第７表－２）

２０２０年農林業センサス

３　動力農機具及び主要家畜頭数 （第７表－３）

項目 

市町村名

経 営 耕 地 広 狭 別 経 営 体 数（経営体） 一経営体当たり平均農用地面積(ha)
耕地の

分散状況

 専兼業別
 農家数
(戸)

備

考

久万高原町 503 16 142 213

畑
樹
園
地

小

計

草

地

3.0
～
5.0

5.0
～
10.
0

10.
0
～
20.
0

20.
0
ha
以
上

経営
耕地
なし

田

0.3
ha
未
満

0.3
～
0.5

0.5
～
1.0

1.0
～
1.5

1.5
～
2.0

2.0
～
3.0

市
町
村
名

区分

農
業
経
営
体
数

(

経
営
体

)

11 10 1 0

団
地
当
面
積
(ha
)

専

業

兼　業

第
1
種

第
2
種

計

１
戸
当
団
地
数

- 1.30 － －2 6 0.73 0.31 0.26 1.3088 14

14 11 10 1 0 2計 503 16 142 213 88 1.30 － －6 0.73 0.31 0.26 1.30 -

2.8 2.2 2.0 0.2 0.0 0.4比率(％） 100.0 3.2 28.2 42.3 17.5 100.01.2 56.2 23.8 20.0 100.0 -

動　　力　　農　　機　　具 主　　　要　　　家　　　畜

備　考

乳用牛 肉用牛 採卵鶏

数量
(100羽)

戸数
(経営体)

久万高原町

数量
(頭)

戸数
(経営体)

数量
(頭)

戸数
(経営体)

２０２０
年農林業
センサス
(農業経
営体)

100戸当数
量

(台，頭)
－ － －

- - X 7 X

－ －
利用戸数

割合
（％）

－

2

－　５　－



４　主要作物作付状況 （第７表－４）

区　分 

 作物名

５　農家の動向 （第７表－５）

項目

区分

第６節　地域環境の概況

自然環境

社会環境

生産環境

田

夏秋作

畑
夏秋作

樹
園
地 小　計

401

399 499

7,048

120

21

2

13 4,177

20

総耕地面積(ha)
作付
率

（％)

34.4

0.2

1.8

50

34

久万高原町

1,160

作付面積
（ha)

大豆

小　計

499

市　町　村　名 平　均

1.7

401

－

　　市町村別
　　延べ作付率

（％）
39.2

7,048

計 455

50くり

夏秋トマト

小　計

21

4,177

20

34

単位面積
当たり収量
(kg/10a)

備考

耕地及び
作付面積統
計
R2年産
(農林水産
省)
果樹統計資
料
R2年産
(愛媛県)

作付面積
（ha)

単位面積
当たり収量
(kg/10a)

20

455

20

計

1,160

1.1夏秋ピーマン

表　作

裏　作

水稲

13

1202

399

作付面積
（ha)

単位面積
当たり収量
(kg/10a)

作付面積
（ha)

単位面積
当たり収量
(kg/10a)

大　 家　 畜 動 力 農 機 具
地域

指定等
備 考

B A B A

-

第１種
兼業農家数 畑 72.8 59.4 豆類

農　　　　家 土　　　　地 主 要 作 物

B A B A B A

- -

変化の
状況

 (C年を100
と

する指数)

農業
経営体数 70.8 54.3 耕　地 82.7 69.8 水　稲 88.7

専業
農家数 田 87.8 75.9 麦類

73.1 50.0 野菜類 -

93.1 乳用牛 - - トラクタ-

農振
過疎

振興山村
特農

A:令和年

- 肉用牛 - - 田植機
( 2 )

採卵鶏

-

66.7 33.3

　久万高原町は、県都松山市から南へ約40ｋｍに位置し、西日本最高峰の石鎚山の麓で1,200m～1,500m級の山々に囲まれ、高知
県に流れる仁淀川の上流の渓谷に開けた山岳地帯である。　地理的には、四国のへその位置にあり、松山市、高知市への時間距
離は約１時間３０分となっている。
　地形は、渓谷特有の急傾斜地で、中央構造線が東西に横断していることから、地すべり指定地域が多数存在している。また、
河川から切り立った斜面には、斜面に張り付くように集落が点在し、集落を結ぶ道路は狭い上、くねった道路が多い。交通は、
松山市から高知市へ向かう鉄道路線はなく、国道３３号線の山岳道路を定期バスで結んでいる。

B:平成年

( 27 )
ｺﾝﾊﾞｲﾝ

　本地区は、昭和57年から平成5年にかけて県営ほ場整備事業にて区画整理が行われ、高地特有の寒暖差や山から流れ出る清流
を利用した稲作中心の農業を営んできた。
しかし、施設整備後30年が経過し、農業用用排水施設では老朽化が進行し、維持管理費の増加や漏水等配水管理の問題に直面
し、農地では湧水等による湿田化により労働力の過剰投下及び畑利用等転作を進めていく上で大きな支障となっている。農業者
の高齢化や担い手不足が顕著な情勢を踏まえると、施設の更新整備と併せて施設管理の省力化や効率化を図る必要が生じてい
る。
　このため、農業生産の継続に必要な基盤整備を通じて、農業の競争力を強化することが必要であることから、開水路のパイプ
ライン化と併せて暗渠排水の整備を行うことにより、水利用の効率化・水管理の省力化、収益性の高い作物の生産拡大に向けた
整備等を行い、維持管理の負担軽減と生産性の向上を図るとともに、農作業の共同化や担い手への農地集積等の推進が急務と
なっている。

C:平成年

農業
従事者数 80.5 64.1 果樹類 - -

( 22 )

第２種
兼業農家数 樹園地

変化の理由

後継者不足・高齢化
に伴う離農により減
少している。

農地の転用により耕
地面積が減少してい
る。

耕地面積の減少に伴
い、作付面積も減少
している。

農林業
センサス

　本地区は、久万高原町の北部に位置し、標高約600ｍ～700ｍの典型的な中山間地域である。平均気温約13℃と冷涼な気候であ
り、年間降水量約2,000mmは、愛媛県平均より多く、冬季には四国で最も多く雪をもたらす気候である。
　昭和57年から平成5年にかけて水田の区画整理事業に取り組み、大部分が整備された整形の水田となっており、夏季冷涼な気
候を活かした農業生産がおこなわれている。

－ ６ －



第４章　一般計画

第１節　事業計画の要旨

１　要　旨

２　事業別面積 （第８表）

第２節　営農計画及び土地利用計画

１　営農計画の概要　　

２　土地利用区分 （第９表－１）

３　作付方式 （第９表－２）

△ × △ ×

〇 △ × × × × × 〇 △ × × × × ×

△ × △ ×

〇 △ × × × × × 〇 △ × × × × ×

〇 △ × × × × × 〇 △ × × × × ×

凡例：○：播種　　△：移植　　×：収穫

計画

暗
渠
排
水
事
業

現況

土地利用
区分

1　年　目 2　年　目

10 11 12
1
月

備

考11 124 5 6

経営
類型

事
業
名

計
4.0 4.0

4.0

4.0

現　況 4.0

暗渠排水事業
現　況 4.0

計　画 4.0 4.0

4.0

　暗渠排水を整備することで収益性の高い作物の生産拡大を実現し、農家の経営安定や農地の利用率向上を
図る。

4.0

(ha) (ha)

事業名

その
他

区分 (ha)(ha) (ha) (ha) (ha)

小計 原野
土地
利用
区分

山林

(ha)

果樹
園

茶園
備　　考

水田
普通
畑

4.0

4.0 4.0計

水田
(ha)

事業目的

暗渠排水 4.0

牧草
畑

(ha)(ha)

　地下水位を低下させ、付加価値が高い低農薬のトマト、ピーマンの生産拡大を実現するために暗渠排水の
整備を行い、農業生産性の向上を図ることで、農作業の共同化や担い手となる農業者への農地集積を推進さ
せ、安定した競争力ある農業経営の展開を目指す。

果樹
園

(ha)

小計
(ha)

水田
(ha)

普通
畑

(ha)

牧草
地

(ha)

果樹
園

(ha)

暗渠排水事業

備考
土地

利用区分

計

(ha)

普通
畑

(ha)

牧草
地

(ha)

  

4.0

計　画

4.0

小計
(ha)

事業名

9 1092 7 83

項

目
1
月

2 3 4 5 6 7 8

計
その
他

(ha)

4.0

4.0

水稲 田

トマト 田

ピーマン 田

水稲 田

トマト 田

－ ７ －



４　生産計画 （第９表－３）

項目

土地

利用区分

５　労働改善計画 （第９表－４）

６　級地別土地利用区分　　（該当なし）

７　土地配分計画　　（該当なし）

備考

合　計

作物名

水稲

トマト

ピーマン

計

表作

裏作

計

普通畑

樹園地

暗
渠
排
水
事
業

水田

計

3.5 3.5 0.0 0.0

0.0

0.03.5 3.5 0.0

0.6034,625 603 0.0 9.3 9.3 0.20.0 0.2 0.2 0.0 5.7 4,022

0.1 1.0560.1 14.3 17.1 7,039 8,095 1,056

△ 1.3 △ 0.3 0.010△ 0.3 85.7 77.2 506 516 10

13.4

3.0 2.7

0.5 0.6

増減 現況 計画

事
業
名

15.2 13.9

35.2 48.6

0.0 0.0 0.0

増減
面積
増減

単位面
積当た
り収量
増加

同左生産量
増減の内訳

(ha) (%) (kg/10a) (t) (t)

現況 計画 増減

作付面積 作付率
単位面積当たり

収量
生産量

現況 計画 現況 計画

水
田

合計

0

事
業
名

作物名

区分 現況 計画 増減

項目

土地

利用区分

単位面積当り労働投下量（hr/10a）

機械

暗
渠
排
水
事
業

水稲 2.7
人力 387 186 △ 201

機械 68 71 3

トマト 0.6
人力 10,452 10,285 △ 167

機械 820 820

備考
作付面積

(ha)

3.5

ピーマン 0.2
人力 8,247 8,080 △ 167

機械 820 820 0

人力

－ ８ －



第３節　用水計画　（該当なし）　

１　計画基準年

２　計画かんがい方式

３　計画用水系統

４　計画用水量

５　水源計画

第４節　排水計画　　（該当なし）

１　計画基準雨量

２　計画排水方式

３　計画排水系統

４　排水量

５　排水対策

６　たん水検討

第５節　道路計画　　（該当なし）

１　道路及び索道　

２　路線配置図

第６節　農用地造成計画　　（該当なし）

１　農用地造成計画　

２　土壌改良　　

第７節　洪水調節計画　　（該当なし）

１　計画基準雨量

２　計画洪水量及び調節量　

３　貯水池　　

４　洪水調節検討

５　管理計画

第８節　干拓計画　　（該当なし）

－ ９ －



第９節　農用地整備計画

１　区画整理　　（該当なし）　

２　暗渠排水

（１）暗渠排水 （第１６表－３－１）

（２）心土破砕　　（該当なし）　

３　客　土　　（該当なし）　

４　農地保全　　（該当なし）　

第１０節　老朽ため池改修計画　　（該当なし）

１　洪水吐改修計画

２　堤体補強計画

３　取水施設改修計画

第５章　主要工事計画

第１節　用水施設　　（該当なし）

１　頭首工

２　貯水池

３　揚水機　

４　用水路　　　

第２節　排水施設　　（該当なし）　　

１　排水水門

２　排水機

３　排水路

４　その他

備考

区分

項目

暗渠排水
事業

計

土壌統
(区)分

基準雨量
(mm/day)

単位排水量
(ℓ/s/ha)

計 4.0 4.0

暗渠排水管 4.0 4.0 清武統 50

面積 (ha)
計画後の
地下水位

(ｍ)

集水渠出口以
下の排水方法

自然排水

事業名

5.785 0.5

－ １０ －



第３節　道路及び索道　　（該当なし）　　

１　道　路

２　索　道

第４節　農用地造成　　（該当なし）　　

１　農用地造成工

２　土壌改良　　

第５節　洪水調節施設　　（該当なし）　　

１　貯水池

２　頭首工及び導水路

第６節　干拓施設　　（該当なし）　　

１　堤　防　　

２　潮止め　　

３　付属施設

４　埋　立　　

第７節　農用地整備施設

１　区画整理　　（該当なし）

２　暗渠排水

（１）暗渠排水　　 （第２３表－４－１）

項目

区分

（２）心土破砕　　（該当なし）　　

３　客　土　　（該当なし）　　

４　農地保全　　（該当なし）　　

計 4.0 4.0

三方張水路 ｺﾝｸﾘｰﾄ 103
50
75

0.7 7.5 1,136塩ビ管 75 149 1/500
合成

樹脂管
暗渠排水管 4.0 4.0 1/400

集　　水　　渠 吸　　水　　渠
集水渠出口以下の

排水施設

構 造
数 量

(ｍ/ha)
管径
(mm)

  備考
事業名

暗渠排
水事業

計 勾配 管種
管径
(mm)

延 長
(ｍ/ha)

勾配 管種
深 さ
(ｍ)

間 隔
(ｍ)

延 長
(ｍ/ha) 名 称

面　積 (ha)

－ １１ －



第８節　老朽ため池改修施設　　（該当なし）

１　貯水池　　

２　堤体補強施設

第６章　附帯工事計画　　（該当なし）

第７章　工事の着手及び完了の予定時期

令和４年度～令和９年度

第８章　環境との調和への配慮

第９章　換地計画の概要　　（該当なし）

第１節　換地計画を作成する上での基本的な考え方

第２節　換地区の設定

１　換地区の名称，所在，面積　　

２　換地区を設定する理由

第３節　換地計画樹立の基本方針

１　従前の土地の地積の基準　　

２　用途別予定地積　　

３　農用地集団化の方針　　

４　非農用地換地の方法　　

第４節　土地の評価及び精算の方法

１　評価の方法

２　精算の方法

第５節　換地計画樹立の年度計画　　

第６節　換地処分の時期に関する特則

　本地区内は環境配慮区域に位置付けられていることから、地域住民・有識者の意見を踏まえ、工事中の水質汚
濁の防止に努め、土砂流出や水質汚濁が生じないよう、仮設等に十分配慮し、周辺環境への影響の軽減を図る。

－ １２ －



第１０章　事業費の総額及び内訳

１　当該事業にかかる費用 （第２６－１表）

 純工事費

 測量試験費

 用地買収補償費

 換地費

 工事雑費

 地方事務費

２　総費用 （第２６－２表）

　一式 5,000

　一式

総費用

事　業　費 (千円)

25,960

25,960

事業着工
時点の

資産価額
当該事業費 関連事業費

　一式

30,960

備　　　　　考工　　　　　種

暗渠排水施設

事　　業　　量

4.0ha

　一式

区

分

工　　　　　種

事業費（計）

合　　計 32,508

1,548

評価期間に
おける

再整備費

評価期間
終了時点の
資産価額

40,18711,562 1,038

0 29,663 40,18711,562 1,038

合　　計 29,663

当

該

事

業

暗渠排水

関

連

施

設

－ １３ －



第１１章　効用

１　年効果額及び年増加所得額 （第２７表）

区　　分

効果項目

２　総便益額 ＜１９０,３９１千円＞

第１２章　関連する事業 （第２８表）

第１３章　現況・計画図面

１　現況平面図

別添「計画概要図」のとおり

２　計画平面図及び土地利用計画図

別添「計画概要図」及び「土地利用図」のとおり

３　主要構造図

別添「暗渠排水工標準断面図」のとおり

永子地区
農業用用排水
施設整備事業

愛媛県 12.2 農業用排水施設整備 L=5.3km

区分 事業名 事業主体
受益面積

(ha)
事業内容

0

全体の効果額

年総効果(便益)額
現況年総農業所得額
（年総増加所得額）

効果発生面積
(ha)

備　考

4,769 3.5

9,976 11,751

2,994

食料の安定供給確保に関する効果

営農経費節減効果 7,148 7,148 3.5

作物生産効果

品質向上効果

維持管理節減効果

一般交通等経費節減効果

△ 166 △ 166 4.0

災害防止効果（農業）

耕作放棄防止効果

農業の持続的発展に関する効果

営農に係る走行経費節減効果

0

計 10,404 11,751 （評価期間　46年）

農業労働環境改善効果

0 0農村の振興に関する効果

災害防止効果（一般資産）

地域用水効果

水源かん養効果

景観・環境保全効果

0 0多面的機能の発揮に関する効果

災害防止効果（公共資産）

その他の効果 428

国産農産物安定供給効果 428 3.5

－ １４ －



く ま こ う げ ん ち ょ う な お せ　

所在地　愛媛県　久万高原町　直瀬

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の2万5千分の1

地形図を使用した。（承認番号 平21 業使第185-25476号）」

県 内 位 置 図

久万高原町

主
要
工
事 暗渠排水A=4.0ha

事　業　概　要

受 益 面 積 4.0ha

事 業 主 体 愛媛県

事 業 量 事 業 費

１式 30,960千円

関 連 事 業 -

県道

町道

受益

凡 例

永子地区

S=1:25,000

標　準　断　面　図

表土

基盤土

合成樹脂管φ50or75
(有孔管)

砕石(5～20mm) 5
0

5
5
0

(
平
均
)

4
0
0

(
平
均
)
1
0
0

(
平
均
)
5
0
0

(平
均
)
6
5
0

(
平
均
)
70
0

1
5
0

300

県営土地改良事業（暗渠排水事業・永子地区）　計画概要図



久 万 高 原 町 農 業 振 興 地 域 土 地 利 用 図

農 業 振 興 地 域 界

農 用 地 区 域 界

農 地

市 町 村 界

計 画 区 域

凡 例

永子地区



暗渠排水工　平面図

暗渠排水工　標準断面図

集水管
流れ方向

排水管

φ
B

φ
A

ゴム栓

X
(
φ

1
00

用
)

19
0

取手

ネジ式ストッパー

外円筒

内円筒
(合成樹脂管)φ50or75
吸水渠 i=1/400

道路

短辺

間隔B 間隔 7.5m 間隔 7.5m 間隔B

500
畦畔

550

(合成樹脂管)φ50or75
吸水渠

(合成樹脂管)φ50or75
吸水渠

塩ビ管:VU
集水渠

φ75～100

(
平

均
)
0
.
70
m

(
平

均
)
0
.
70
m

(
平

均
)
0
.
70
m

3
00

砕石(5～20mm)

i=1/500

表土面
基盤面

長辺

70.0m 30.0m

3.00m 3.00m

会所桝蓋付B300*H365
(水平水コウ保護工)

(参考寸法)

水平水コウφ75用
(塩ビ製)

排水路(既設)

VPφ75
取付部

VUφ75
排水渠

(合成樹脂管)
吸水渠 φ75

(合成樹脂管)
吸水渠 φ50

管理孔

吸水渠(合成樹脂管)φ75

吸水渠(合成樹脂管)φ50

高密度ポリエチレン管φ50
(管理孔本管)

(シングル・無孔管)

道路

(ダブル・無孔管)
高密度ポリエチレン管φ100
(管理孔保護管)

キャップφ100

0.
0
5
m

(
平

均
)
0
.
65
m

(
平

均
)
0
.
70
m

基盤土戻し(t=100)

7
.
5
m

7
.5

m

i=1/500

排水路

竪穴式水コウφ75

(水平水コウ)

i=1/500

i=1/500

吸水渠(合成樹脂管)φ50

吸水渠(合成樹脂管)φ50

吸水渠(合成樹脂管)φ50

VUφ75

排水渠

VUφ75

集水渠



S=1:5,000

凡    例

記　号

農　道

事　項

受益地

一般県道

町　道

道路概況図


